
　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

田
沢
湖
を
取
り
戻
す
た
め
、
息
の
長
い

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
渡
辺
喜
久
男
富
士

河
口
湖
町
長
が
「
ク
ニ
マ
ス
に
『
こ
こ

が
君
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
、
田

沢
湖
だ
よ
』
と
声
を
か
け
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
日
本
一
深
い
田
沢
湖
と
日
本

一
高
い
富
士
山
と
ク
ニ
マ
ス
の
つ
な
が

り
で
、
よ
り
深
い
交
流
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
田
沢
湖
再
生
ク
ニ

　

７
月
１
日
、
田
沢
湖
畔
に
田
沢
湖
ク

ニ
マ
ス
未
来
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し

た
が
、
関
係
者
約
90
人
が
出
席
。
神
事

が
行
わ
れ
た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
ま
し
た
。
門
脇
市
長
は
「
田
沢
湖
が

歩
ん
だ
歴
史
や
背
景
を
知
っ
て
も
ら
い
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
対
策
や
効
果
、

現
状
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
命
で
あ
ふ
れ
る

田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
が
オ
ー
プ
ンマ

ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
中
坊
徹
次
氏
と
三
浦
久
氏
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
田
沢
湖
再
生

に
向
け
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来

館
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開

館
。
観
覧
料
は
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、

小
中
学
生
１
５
０
円
。
仙
北
市
民
は
無

料
（
仙
北
市
民
と
証
明
で
き
る
も
の
を

持
参
く
だ
さ
い
）。

記
念
講
演
す
る
中
坊

徹
次
氏
と
三
浦
久
氏
、

展
示
さ
れ
た
ク
ニ
マ

ス
（
右
か
ら
順
に
）。

　

６
月
18
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
超
大
型
絵
本
を
使
っ

た
「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
絵
本
作
家
・
塚
本
や

す
し
先
生
が
自
身
の
作
品
で
あ
る「
こ
の
す
し
な
あ
に
」

や
「
42
本
の
ロ
ー
ソ
ク
」
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
、
子
ど

も
た
ち
は
面
白
い
話
に
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
楽
し
そ

う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
折
り
紙
を
使
っ
た
お

す
し
作
り
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
美
味
し
そ
う
な
お
す
し

を
作
ろ
う
と
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

田沢湖図書館招致による
超大型絵本の読み聞かせ

おまえうまそうだな

読み聞かせ中「おまえうまそうだな」の主人公ティラ
ノくんが登場！子どもたちは大喜びでした。ワークショップ『おすしを作ろう』

塚
本
や
す
し
先
生
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
。

　

６
月
19
日
、
台
湾
と
草
津
・
指
宿
な

ど
日
本
有
数
の
温
泉
関
係
者
に
よ
る

国
際
会
議
「
台
湾
ア
ジ
ア
太
平
洋
国

際
温
泉
観
光
協
会
秋
田
・
仙
北
市
玉
川

大
会
」
が
駒
ヶ
岳
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
本
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
を
決
め
た
ほ
か
、
温
泉
を
活
用
し
た

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

門
脇
市
長
が
講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、

20
日
に
は
市
議
会
観
光
振
興
議
員
連

盟
に
よ
る
歓
迎
昼
食
会
が
角
館
町
グ

ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
、

台
湾
と
仙
北
市
の
関
係
者
が
温
泉
や

文
化
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

仙
北
市
を
舞
台
に
温
泉
を
通
じ
た
国
際
会
議

駒ヶ岳グランドホテルで開催された国際会議。
歓迎昼食会では、餅つきやそば打ちなど日本文化でおも
てなし。

日
頃
の
訓
練
を
競
い
合
う

仙
北
市
消
防
訓
練
大
会

本番さながらの消火活動を競い合った小型ポンプ操法。

　

7
月
２
日
、
仙
北
市
消
防
訓
練
大
会

が
落
合
運
動
公
園
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

市
内
の
消
防
団
10
分
団
か
ら
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
22
チ
ー
ム
、
規
律
訓

練
の
部
に
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
団
員
は
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
、
息
の
合
っ
た
動
き
を
み

せ
ま
し
た
。
各
部
門
の
上
位
３
チ
ー
ム

は
７
月
16
日
に
大
仙
市
で
行
わ
れ
る
大

仙
・
仙
北
・
美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

　

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

機敏な動きで見事な団結力をみせた規律訓練。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優　

勝　

第
４
分
団
２
班
（
神
代
地
区
）

準
優
勝　

第
８
分
団
２
班
（
白
岩
地
区
）

第
３
位　

第
４
分
団
１
班
（
神
代
地
区
）

個
人
賞
（
小
型
ポ
ン
プ
）

指
揮
者　

高
橋
英
樹
（
第
４
分
団
２
班
）

１
番
員　

佐
藤
真
也
（
第
４
分
団
２
班
）

２
番
員　

本
田
翔
平
（
第
10
分
団
１
班
）

３
番
員　

三
浦
光
洋
（
第
４
分
団
２
班
）

規
律
訓
練
の
部

優　

勝　

第
８
分
団
（
白
岩
地
区
）

準
優
勝　

第
９
分
団
（
雲
沢
地
区
）

第
３
位　

第
７
分
団
（
角
館
地
区
）

田沢湖畔にオープンした田沢湖クニマス未来館（上）。晴れた日はバル
コニーから田沢湖が一望できます（下）。（6 月 24 日撮影）

ク
ニ
マ
ス
が
泳
ぐ
姿
を

じ
っ
く
り
観
察
し
た
り
、

田
沢
湖
の
歴
史
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
す
る
来
館
者
。

温泉を活用したヘルスケアツーリズムについて講演する
門脇市長。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

職
人
一
人
ひ
と
り
が
支
え
合
う

　

６
月
18
日
、
秋
田
建
築
労
働
組

合
角
館
支
部
に
よ
る
「
第
22
回
住
宅

デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
立
町

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
無
料
住
宅
診
断

や
包
丁
研
ぎ
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

だ
し
の
こ
園
で
は
９
人
の
職
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
園
内
の
靴
棚
や
引
出

し
な
ど
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。
大

石
良
助
角
館
支
部
長
は
「
今
後
も
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　住宅デーにボランティア

だしのこ園では、靴棚や引き出しの修繕作業などが行われました。

夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

６
月
21
日
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

主
催
の
「
夢
の
教
室
」
が
中
川
小
学
校

で
開
催
さ
れ
、
中
川
小
学
校
と
西
明

寺
小
学
校
の
５
年
生
あ
わ
せ
て
28
人

の
児
童
が
、
元
陸
上
選
手
の
秋
本
真

吾
さ
ん
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
前

半
は
体
育
館
で
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
後

半
は
教
室
で
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
ま
し
た
。
秋
本
さ
ん
は
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
「
ど
ん
な
こ
と

に
も
本
気
で
取
り
組
め
ば
、
夢
は
必

ず
近
づ
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

　元陸上選手が「夢の教室」

秋本さんの指導のもと、体育館で授業を受ける児童たち。

ア
ン
コ
ー
ル
も
飛
び
出
す

　

６
月
16
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
松
山
隆
宏
ラ
イ

ブ
in
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
松
山
さ
ん
は
全
国
を

ま
わ
り
、
年
間
１
３
０
か
所
を
超
え

る
公
演
を
行
っ
て
い
る
ソ
ロ
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
で
、
仙
北
市
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
。
当
日
は
、
今
ま
で
公
演

を
行
っ
た
地
方
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、
自
身
が
作

詞
作
曲
し
た
歌
な
ど
全
12
曲
を
披
露

し
、
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　松山隆宏さん熱唱ライブ

仙北市で初公演。弾き語りを披露する松山さん。

　

５
月
29
日
、
太
田
京
治
さ
ん
（
桧
木
内
字
松

葉
）
が
「
せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
太
田
さ
ん
は
約
60
年

間
、
仕
事
の
合
間
に
独
学
で
ア
ケ
ビ
の
蔓
を

使
っ
て
花
瓶
や
小
物
入
れ
な
ど
を
編
ん
で
き

ま
し
た
。
西
木
ま
つ
り
（
現
仙
北
市
産
業
祭
）

で
入
賞
し
た
こ
と
が
始
め
た
き
っ
か
け
と
言

い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
や
編
み
方
を
頭
の
中
で
イ

メ
ー
ジ
し
て
、
だ
い
た
い
５
時
間
ほ
ど
で
編
み

終
わ
り
、
納
得
し
な
け
れ
ば
す
べ
て
ほ
ど
い
て

最
初
か
ら
作
り
直
す
と
い
う
こ
だ
わ
り
も
。
太

田
さ
ん
は
「
学
ん
で
み
た
い
と
い
う
方
が
い
れ

ば
、
ぜ
ひ
教
え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

左から順に門脇市長、太田京治さん、推薦者の野中秀人さん。

せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
に
太
田
京
治
さ
ん

　サポーター各位のご支援により昨年度は「折りたたみ式バッ
ティングゲージ」を寄贈させていただきました。
　今後ともサポーター各位、市民の皆さまの野球部へのご声援を
よろしくお願い申し上げます。
  角館高校野球部地域サポーター事務局     代表　菅原一正

角館高校野球部　主将　大石柊斗
　今年も「すべてのチームに勝つ」という目標のもと練習に励んできま
した。その結果、秋季・春季ともに東北大会に出場することができまし
た。東北大会で各県の強豪校と戦うことで、一球、一つのプレーの大切
さを感じ取ることができました。この経験を甲子園予選に活かし、今年
の夏こそは必ず決勝の舞台で勝利します。応援よろしくお願いします。

角館高校野球部　監督　湯澤  淳
　今春、1 年生 23 人が入部し、67 人で現
在活動しております。地域の方々のご声援と
ご助力のおかげで、春季県南大会を連覇し春
季東北大会にもはじめて出場することができ
ました。大会の結果は満足いくものではな
かったですが、角館高校らしい粘り強い野球
をすることができました。取り組んできた練
習の成果が少しずつ形になってきているのを
感じています。昨夏の決勝での敗戦を糧にこ
こまで全員が目標に向かって努力してきまし
た。甲子園予選は、強い思いを持って向かっ
てくるチームばかりですが、それをはねのけ
る「心」を鍛えてきました。今年こそは、甲
子園で戦う強い角館高校をみせることができ
ると信じています。野球部一同、感謝の気持
ちを持って精一杯戦いますので、応援よろし
くお願いします。

角館高校野球部地域サポーター事務局から

平成 29 年度 国民体育
大会東北ブロック
大会
第 44 回 東 北 総 合 体
育大会カヌー競技

赤いエプロン姿でパワフ
ルに話す小川氏。

　6 月 17 日・18 日に生保内カヌー競技場で、平成 29
年度国民体育大会東北ブロック大会兼第 44 回東北総合
体育大会カヌー競技（スラローム・ワイルドウォーター）
が開催され、市内の 3 選手を含む秋田県選手 5 人が、
9 月に開催される「えひめ国体」への出場を決めました。
秋田県選手の結果は次のとおり。※敬称略（  ）は所属。
男子スラローム（カヤック）1 位 佐々木翼（秋田県カヌー
協会）    男子スラローム（カナディアン）1 位 佐々木翼

（万六建設）    男子ワイルドウォーター（カヤック）1 位 
佐々木優（秋田県体育協会）    女子スラローム（カナディ
アン） 1 位 佐藤彩乃（秋田病理組織細胞診研究センター）    
女子スラローム（カヤック）2 位 鈴木恵子（クリナップ）

寄
贈
さ
れ
た
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ゲ
ー
ジ
で
練
習
す
る
選
手
た
ち
。

2007 年 9 月の「道の駅 十文字」開業当時から指揮を執り
ました。「始めは議員の反対が多かったが、県外の成功し
ている道の駅を視察するなど、多くの方々の協力を得て開
業にこぎつけた。ただ建物を建てて産直をやるだけでなく、
人を集めるため、コンサートなどのイベントもできるよう
に、天井を高くして木材を使ったこだわりの多目的ホール
も設けた。『道の駅を成功させるんだ！』という前向きな
気持ちがなければ成功しない」など、自らの経営手法を熱
く語り、参加者は真剣に耳を傾けていました。

巧みにパドルを操り急流に挑む
佐藤彩乃選手。

成功事例から学ぶ

「道の駅」講演会
　6 月 25 日、西木温泉クリオ
ンで道の駅十文字駅長の小川
健吉氏の講演会が開催されま
し た。 小 川 氏 は、 十 文 字 町 長
の頃から道の駅構想を提唱し、

今
年
入
部
し
た
１
年
生
23
人
。
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第 11 回 大仙･ 仙北･ 美郷
畜 産 共 進 会

田口春美さんの「はるにしき 367 号」

　

６
月
16
日
に
大
仙
市
の
さ
さ
く
ら
公
園
で
、
第
11

回
大
仙･

仙
北･

美
郷
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、

西
木
町
小
山
田
の
田
口
春
美
さ
ん
の
「
は
る
に
し
き

３
６
７
号
」が
、第
１
部（
肉
用
牛
の
部
）第
３
類
（
若

雌
の
２
）
で
、
優
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
市
内
か

ら
は
11
農
家
22
頭
が
出
陳
し
、
11
頭
が
上
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
。〈
敬
称
略
〉

第
１
部  

肉
用
牛   

▽
第
１
類
（
育
成
雌
）  

１
等
賞
２
席 

に
お
う
３
１
９
号  

相
馬
勲
（
角
館
）   

▽
第
２
類
（
若

雌
の
１
）  

１
等
賞
１
席  

あ
さ
か
ぜ
４
８
号  （
農
）
藤
村

農
場
（
田
沢
湖
）  

１
等
賞
２
席  

第
６
０
く
ろ
や
ま
号  

黒
山
春
雄
（
角
館
）   

▽
第
３
類
（
若
雌
の
２
）  

優
等
賞  

は
る
に
し
き
３
６
７
号  

田
口
春
美
（
西
木
）  

１
等
賞

１
席  

は
る
こ
号  

高
橋
拓
治
（
角
館
）  

１
等
賞
２
席  

つ

る
だ
８
８
号  

菅
原
孝
作
（
角
館
）   

▽
第
４
類
（
義
平

福
娘
牛
） ２
等
賞  

に
お
う
３
０
６
号  

相
馬
勲
（
角
館
）  

▽
第
５
類
（
若
雌
の
３
）  

１
等
賞
１
席  

そ
の
だ
１
５
４

号  

菅
原
孝
作
（
角
館
）   

▽
第
７
類
（
母
娘
牛
群
・
２

頭
１
群
）  

１
等
賞  

そ
の
だ
１
３
０
号  

菅
原
孝
作
（
角

館
）  

つ
る
だ
８
９
号  

菅
原
孝
作
（
角
館
）   

第
３
部  

肥

育
牛   

▽
１
等
賞
２
席  

徳
花
号  

伊
藤
則
夫
（
西
木
）

　

４
月
か
ら
新
潮
社
記
念
文
学
館
で
好
評
開

催
中
の
「
新
潮
社
写
真
部
の
ネ
ガ
庫
か
ら 

カ

メ
ラ
が
み
た
作
家
の
素
顔
」
展
。
６
月
25
日
、

新
潮
社
「
小
説
新
潮
」
編
集
長
の
江
木
裕
計
氏

と
新
潮
社
写
真
部
カ
メ
ラ
マ
ン
の
筒
口
直
弘

氏
を
迎
え
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
展
示
作
家
の
一
人
、
水
上
勉
の

写
真
に
つ
い
て
「
撮
影
場
所
は
、
新
潮
社
の

中
に
あ
る
作
家
の
方
を
『
カ
ン
ヅ
メ
』
に
す

る
施
設
で
す
」
と
お
二
人
が
話
す
と
、
会
場

か
ら
は
笑
い
声
も
。
貴
重
な
話
に
、
参
加
者

は
興
味
深
く
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
展
覧

会
は
７
月
17
日
（
月
・
祝
）
ま
で
開
催
中
で
す
。

講師の江木氏と筒口氏が 1 枚ずつ写真を見ながら、作家の素顔や
撮影時のエピソードなどを話しました。

「
新
潮
社
写
真
部
の
ネ
ガ
庫
か
ら 

カ
メ
ラ
が
見
た
作
家
の
素
顔
」
展

　

６
月
22
日
、
神
代
小
学
校
で
５
年
生
の

児
童
を
対
象
に
『
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
混

じ
っ
て
い
る
生
き
物
を
探
す
』
と
い
う
特

別
授
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
理

科
へ
の
意
欲
を
高
め
、
正
し
い
顕
微
鏡
の

操
作
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
爪
楊
枝
や

ピ
ン
セ
ッ
ト
で
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
混

じ
っ
て
い
る
ミ
リ
単
位
の
生
き
物
を
探

し
、
イ
カ
や
タ
コ
、
巻
き
貝
な
ど
を
見
つ

け
る
と
大
喜
び
で
し
た
。
45
分
の
授
業
で

し
た
が
「
も
っ
と
や
り
た
い
」「
ま
た
見

つ
け
た
い
」
な
ど
興
奮
し
た
様
子
で
、
児

童
た
ち
に
と
っ
て
は
、
め
っ
た
に
観
察
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
海
の
生
き
物
に
触

れ
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

特別授業に興味津々の児童たち。

顕微鏡で見た生き物の形は、
まるでモンスター！児童たち
は興奮しながら観察していま
した。

チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
混
じ
っ
て
い
る
生
き
物
を
探
す

　これまで、市役所角館庁舎市民生活
課内の消費生活相談窓口で、消費生活
全般の苦情や問い合わせに対応してき
ましたが、昨今の特殊詐欺や悪質商法
などの複雑化による被害を防止するた
め、7 月 1 日に「仙北市消費生活セン
ター」を同課内に設置しました。今後
は、消費者行政機能を強化し、さらに
市民の利用促進を図っていきます。

角館庁舎に消費生活
センターを設置しました

７
月
３
日
、
角
館
庁
舎
の
玄
関
入
口
に
看
板
が
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

門
脇
市
長
（
左
）と
中
村
市
民
福
祉
部
次
長（
右
）。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

特
別
企
画 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
仙
北
市
で
は
毎
年
、
修
学
旅
行
で
訪

れ
た
中
学
生
の
職
場
体
験
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
も
数
校

を
担
当
し
ま
す
。
６
月
14
日
に
は
、
札

幌
市
立
伏
見
中
学
校
の
６
人
の
生
徒
さ

ん
を
武
家
屋
敷
通
り
に
案
内
し
ま
し
た
。

　
映
画
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」「
隠
し
剣

鬼
の
爪
」
等
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
武
家

屋
敷
通
り
は
、
景
観
に
配
慮
し
て
電
線

が
見
え
な
い
の
で
、
撮
影
を
行
う
側
か

ら
も
喜
ば
れ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

関
心
を
持
っ
た
生
徒
さ
ん
か
ら
、
ど
こ

に
あ
る
の
と
い
う
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

電
線
は
武
家
屋
敷
通
り
と
は
別
の
道
路

沿
い
に
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
場

所
を
確
認
す
る
と
納
得
し
た
様
子
で
し

た
。
ま
た
、
解
体
新
書
の
挿
絵
を
描
い

た
人
が
角
館
の
小
田
野
直
武
と
い
う
人

だ
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
声
を
出
し
て
驚

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
釣
り
バ
カ

日
誌
15
」
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
桧
木
内
川

堤
に
案
内
し
ま
し
た
。
堤
の
桜
は
樹
齢

80
年
の
老
木
で
あ
る
が
、
樹
木
医
さ
ん

が
い
る
こ
と
や
、
地
域
全
体
で
の
地
道

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
毎
年
見
事
な
花

を
咲
か
せ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
、

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
生
徒
さ

ん
が
将
来
大
人
に
な
っ
た
時
に
再
び
角

館
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
と
同
時

に
、
今
後
も
生
徒
さ
ん
の
学
習
の
役
に

立
て
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
仙
北
市
全
域
で
の
撮
影

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）

武家屋敷通りを見学する伏見中学校の生徒たち

　

道
の
駅
講
演
会
（
本
号
４
ペ
ー
ジ
）
で
講
師

を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
小
川
健
吉
・
㈱
十

文
字
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
社
長
、
田
沢

湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
竣
工
式
に
参
加
を
い
た

だ
い
た
後
藤
斎
・
山
梨
県
知
事
、
着
任
の
ご
あ

い
さ
つ
に
見
え
ら
れ
た
原
喜
孝
・
Ｊ
Ａ
秋
田
お

ば
こ
代
表
理
事
組
合
長
な
ど
、
様
々
な
皆
さ
ま

か
ら
果
樹
の
可
能
性
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

「
道
の
駅
十
文
字
ま
め
で
ら
が
～
」
は
、
小

川
社
長
が
十
文
字
町
長
だ
っ
た
頃
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
気
味
の
高
齢
者
を
見
て
、「
気
軽
に
出

か
け
ら
れ
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と
思
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
だ
っ
た
と
か
。「
ま
め
で
ら
が

～
」
は
、
そ
ん
な
思
い
が
伝
わ
る
名
称
で
す
。

小
川
社
長
は
、「
横
手
・
平
鹿
地
域
は
、
昔
か

ら
優
秀
な
農
家
が
大
勢
い
ま
す
。
道
の
駅
は
冬

期
間
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
リ
ン
ゴ

な
ど
高
品
質
な
果
樹
の
品
揃
え
で
売
り
上
げ
を

維
持
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

山
梨
県
は
、
ぶ
ど
う
や
桃
、
す
も
も
等
の
産

地
で
、
い
ず
れ
も
収
穫
量
は
日
本
一
で
す
。
そ

ん
な
県
で
も
現
状
に
満
足
せ
ず
、
新
た
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
後
藤
知
事
は
、「
果

物
は
、
苗
を
植
え
て
か
ら
数
年
間
、
農
家
収
益

が
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
県
が
実
を
付
け
る

直
前
ま
で
苗
を
育
成
管
理
し
、
そ
の
後
に
農
家

に
お
渡
し
す
る
制
度
と
技
術
の
確
立
を
研
究
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
は
、
県
内
で
最
も
正
組
合

員
が
多
く
、
そ
し
て
米
の
集
荷
量
は
全
国
ト
ッ

プ
を
誇
り
ま
す
。
同
時
に
稲
作
＋
α
の
複
合
経

営
に
も
熱
心
で
、
施
設
園
芸
や
畜
産
も
伸
び
て

き
ま
し
た
。
原
組
合
長
は
、「
土
壌
や
気
候
な
ど
、

隣
接
す
る
Ｊ
Ａ
と
栽
培
環
境
に
大
き
な
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
温
暖
化
も
考
え
る
と
果
樹
栽
培

は
さ
ら
に
進
め
た
い
分
野
で
す
。
指
導
者
も
確

保
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

果
樹
は
生
食
用
で
の
流
通
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
ら
加
工
食
品
も
人
気
で
す
。
食
文
化
の
欧
米

化
で
多
彩
な
活
用
が
あ
っ
た
り
、
観
光
と
の
連

携
も
見
込
め
ま
す
。
農
政
の
大
転
換
が
目
前
に

迫
っ
た
今
、
農
家
所
得
の
確
保
策
と
し
て
、
生

薬
作
物
の
導
入
と
同
様
に
、
思
い
切
っ
た
果
樹

振
興
政
策
が
必
要
で
す
。

　

農
林
水
産
省
も
果
樹
振
興
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
全
国
の
果
樹
農
家
の
約
６
割
が
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
未
満
で
す
。
中
山
間
地
で
無
理
と
言

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
若
い
農
業
者

か
ら
果
樹
導
入
を
期
待
す
る
意
見
を
多
数
聞
き

ま
す
。
何
を
つ
く
る
か
、
後
発
の
有
利
点
も
…
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
果
樹
の
可
能
性
』
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